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新 刊 案 内

著者初のミステリー

ファンタジー作品。

ストレス性の病を抱

え、難病が治るとい

う神話の伝説が残る

山奥にある鍼灸（しん

きゅう）治療院へ取材

へ訪れた青年・あおの。

命とは、絆とは…。

人生の縁を考え直

し、最後まで目が離

せない感動の物語。

「�『
確
率
』で
わ
か
る
驚
き
の
ニ
ッ
ポ
ン
」

平
林　

純
／
監
修

「�

ス
エ
ロ
は
洞
窟
で
暮
ら
す
こ
と
に
し
た
」

マ
ー
ク
・
サ
ン
デ
ィ
ー
ン
／
著

「�

人
口
の
世
界
史
」

マ
ッ
シ
モ
・
リ
ヴ
ィ
・
バ
ッ
チ
／
著

「
あ
な
た
の
住
ま
い
の
見
つ
け
方
」

三
浦　
　

展
／
著

「
本
気
で
５
ア
ン
ペ
ア
」

斎
藤
健
一
郎
／
著

「�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
レ
シ
ピ
と
超
ラ
ク
ア
ウ
ト

ド
ア
」

た
け
だ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
／
著

「
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト　

北
の
大
地
の
記
憶
」

森　
　

利
博
／
著

「�

雨
の
降
る
日
は
学
校
に
行
か
な
い
」

相
沢　

沙
呼
／
著

「�

カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
の
箱
庭
」

南　
　

慶
一
／
著

「
ア
リ
の
行
列
」

寺
山　

守
／
監
修

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

椰月　美智子／著

☆
連
絡
先
が
変
わ
っ
た
と
き
は

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

予
約
図
書
の
準
備
が
で
き
た
と
き
や
、
返
却

の
お
願
い
な
ど
で
、
図
書
館
か
ら
利
用
者
の
方

に
ご
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。登
録
さ
れ

た
連
絡
先
が
更
新
さ
れ
な
い
と
、
必
要
な
情
報

を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

登
録
し
て
い
る
携
帯
電
話
の
番
号
を
変
更

し
た
方
、
自
宅
の
固
定
電
話
の
利
用
を
や
め
、

連
絡
先
を
携
帯
電
話
の
番
号
に
切
り
替
え
た

方
な
ど
、更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
者
カ
ー
ド
の
再
発
行
の
際
に
も
、
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

☆『
教
科
書
展
示
会
』を
開
催

　

町
内
各
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
／
６
月
13
日
㈮
～
６
月
末
日

▼
場
所
／
図
書
館
内
展
示
コ
ー
ナ
ー

▼�

今
月
の
休
館
日
／
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・

23
日
㈪
・
30
日
㈪
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花
が
続
々
と

咲
き
始
め
て
い

ま
す
。歩
く
に

も
気
持
ち
の
い

い
時
期
と
な
り

ま
し
た
。今
月

か
ら
、
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

お
ス
ス
メ
の
散

策
・
登
山
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、弟
子
屈
町
に
移
り
住

ん
で
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
う
の

で
、
ま
ず

は
何
と
い

っ
て
も
、

わ
が
町
の

花「
ツ
ツ

ジ
」
を
楽

し
め
る
場

所
を
ご
案

～川湯の森から～

内
し
ま
し
ょ
う
。そ
れ
が
、川
湯
温
泉

街
か
ら
硫
黄
山
へ
と
続
く「
つ
つ
じ
ヶ

原
自
然
探
勝
路
」で
す
。約
２
・
５
㌔
の

行
程
な
が
ら
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の

交
じ
る
森
林
・
主
役
の
イ
ソ
ツ
ツ
ジ

大
群
落
・
ハ
イ
マ
ツ
帯
と
、ま
っ
た
く

異
な
っ
た
３
つ
の
分
布
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。真
っ
白
い
イ
ソ
ツ
ツ

ジ
の
花
が
、
自
生
地
と
し
て
は
日
本

一
を
誇
る
１
０
０
㌶
も
の
大
地
を
埋

め
尽
く
す
様
子
は
圧
巻
で
す
。６
月

に
入
る
と
少
し
ず
つ
咲
き
始
め
、
全

体
的
に
見
頃
を
迎
え
る
の
は
20
日
ご

ろ
。町
民
と
し
て
は
、ぜ
ひ
押
さ
え
て

い
た
だ
き
た
い
景
観
で
す
。

　

と
は
い
え
、
自
然
界
の
動
き
は
予

測
不
可
能
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
最

新
の
開
花
状
況
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ブ

ロ
グ
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
歩
き
始
め
る
前
は
Ｅ

Ｍ
Ｃ
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ね
。

見逃さないで！イソツツジ

かれんなイソツツジに会いに行きませんか

自然ふれあい行事
　参加者募集中！
　阿寒国立公園の自然環境を実感

してもらうための行事を開催して

います。今回は自然と歴史に触れて

みませんか？

阿寒国立公園指定80周年記念

「つつじヶ原と安田軌道跡探勝会」

▼期日／６月22日㈰

※雨天の場合は順延。

▼時間／８時30分～正午（予定）

▼ �場所／つつじヶ原自然探勝路、青

葉トンネル

▼定員／15人（先着順）

▼保険料／300円

※�申し込み・問い合わせは、電話で受

け付けます。ホームページもご覧

ください。
昨
年
の
行
事
の
様
子
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１
９
６
７（
昭
和
42
）年
４
月
22
日
、北

海
道
文
学
館
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。「
北
海
道
文
学
館
設
立
の
趣
意
」

（『
北
海
道
文
学
館
趣
意
書
』１
９
６
７
年

10
月
発
行
）に
は「
郷
土（
北
海
道
／
筆
者

注
）が
生
ん
だ
文
学
者
を
記
念
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基
本
的
な
文
献
・

資
料
を
保
存
す
る
こ
と
さ
え
、
ま
だ
行

わ
れ
て
い
な
い
…
北
海
道
に
と
っ
て
大

切
な
資
料
が
散
逸
し
て
行
く
現
状
は
、

見
る
に
忍
び
ず
…
こ
の
現
状
を
か
ね
が

ね
憂
慮
し
た
関
係
者
は
…『
北
海
道
文

学
展
』を
開
催
…
」と
あ
り
、北
海
道
文
学

館
が
設
立
さ
れ
る
前
年
、
１
９
６
６（
昭

和
41
）年
１
月
に
、
北
海
道
文
学
展
の
実

行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
は
、
北
海
道
に
関
係
す
る

文
学
者
た
ち
の
資
料
収
集
や
必
要
な
資

金
集
め
に
奔ほ

ん

走そ
う

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

文
学
展
の
予
算
は
当
初
、
数
十
万
円
と

い
う
慎
ま
し
や
か
な
額
で
あ
っ
た
も
の

が
、
企
業
を
訪
問
し
て
寄
附
金
を
お
願

い
し
、
文
学
者
の
色
紙
を
販
売
す
る
な

ど
し
て
、
最
終
的
に
は
５
０
０
万
円
近

い
決
算
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
文
学
展
は
、
同
年
10
月
25
日

に
札
幌
市
内
の
デ
パ
ー
ト
を
会
場
に
開

催
。
道
内
外
か
ら
集
め
た
文
学
資
料

３
千
点
あ
ま
り
の
展
示
と
伊
藤
整
・
中
野

重
治
・
大
江
健
三
郎
の
文
芸
講
演
会
が
行

わ
れ
、
６
日
間
の
会
期
中
の
入
場
者
は

１
万
８
千
人
ほ
ど
と
大
成
功
を
収
め
ま

し
た
。

　

北
海
道
文
学
展
を
観
た
人
か
ら
、
こ

の
成
果
を
解
消
し
て
し
ま
う
の
は
惜
し

い
、
資
料
を
散
逸
さ
せ
な
い
で
常
設
展

示
し
た
り
、
研
究
し
た
り
す
る
た
め
の

施
設
が
北
海
道
に
必
要
で
は
な
い
か
、

と
の
声
が
出
始
め
ま
す
。

　
「
北
海
道
文
学
館
設
立
に
つ
い
て
」

（『
北
海
道
文
学
館
趣
意
書
』）で
更
科
は

「
文
学
展
を
開
く
最
初
か
ら
、
主
催
者
の

心
の
底
に
ひ
そ
か
に
期
待
さ
れ
て
い
た

（
北
海
道
文
学
館
の
こ
と
／
筆
者
注
）

…
飾
り
つ
け
に
使
っ
た
写
真
資
料
や
、

寄
贈
さ
れ
た
資
料
が
相
当
数
に
の
ぼ
り

…
将
来
文
学
館
の
よ
う
な
も
の
が
で
き

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
出
品
資
料
は
全
部

寄
託
し
て
も
よ
い
…
夢
に
描
い
て
い
た

こ
と
が
、
現
実
と
し
て
一
歩
踏
み
出
し

た
…
」と
語
り
ま
す
。

　

一
方
、
北
海
道
文
学
展
の
準
備
と
歩

み
を
同
じ
く
し
て
、
北
海
道
新
聞
夕
刊

に『
物
語
・
北
海
道
文
学
盛
衰
史
』が
同
年

５
月
16
日
か
ら
95
回
連
載
さ
れ
、
翌

１
９
６
７
年
６
月
に
同
名
で
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。同
月
27
日
に
は「
北
海
道
文

学
館
発
足
記
念『
物
語
・
北
海
道
文
学
盛
衰

史
』出
版
記
念
文
芸
講
演
会
」を
開
催
。北

海
道
文
学
館
理
事
長
と
し
て
更
科
は

「
北
海
道
文
学
館
に
つ
い
て
」と
題
し
た

講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

北海道文学館と『物語・北海道文学盛衰史』

●更科源藏資料紹介

第
110
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

『物語・北海道文学盛衰史』
1967年６月・河出書房新社刊

『北海道文学館趣意書』
1967年10月刊

1966年10月25日から開催された「北海道文学展」
中央が更科

１人おいて右に伊藤整日本近代文学館理事長（当時）

1967年６月27日に開催された文芸講演会で講演する更科
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